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８．アクセシビリティ評価 
公共交通機関の利用による都市生活の利便性を評価するため、『アクセシビリティ指標活用の手

引き（国土技術政策総合研究所都市研究部）』に基づき、全国都市交通特性調査や国土数値情報等

の既往資料からアクセシビリティ指標を算出し、以下のＴ指標、Ｐ指標により、現在の袋井市の都

市構造における、公共交通機関を利用した都市内移動の状況の調査を実施します。 

８ʷ１．Ｔ指標とＰ指標について 

都市内の各地点における都市交通の利便性（アクセシビリティのレベル）を示すものが、Ｔ指標

となります。単位は所要時間（分）であり、徒歩または公共交通機関の利用による「市域各地点か

ら目的地までの所要時間」を、公共交通機関の運行頻度の多少による待ち時間の期待値を加えて算

出します。 

また、Ｔ指標が都市内各地点における都市交通の利便性であるのに対し、Ｐ指標は、都市全体の

都市交通の利便性（アクセシビリティのレベル）を示すものとなります。このＰ指標は、Ｔ指標の

一定時間以内の値の区域に居住する人口が都市の総人口に占める割合を示し、単位は（％）です。 

 

◆Ｔ指標、Ｐ指標には、目的地別により、指標Ａ、指標Ｂの２種類があります。 

◇指標Ａ【公共交通の利用のしやすさ】 

「都市内の各地点から鉄道、バス等の公共交通機関に乗車するまでにかかる所要時間の数値」

となります。各々の地点から徒歩による公共交通機関までの移動時間と公共交通機関待ち時間の

期待値の計で算出します。 

◇指標Ｂ【都市中心部への利便性】 

「都市内の各地点から都市の中心部までの所要時間」となります。各々の地点から各駅までの

徒歩及び公共交通機関での移動時間と公共交通機関待ち時間の期待値の計として算出します。 

※本市においては、都市計画マスタープランに都市交流拠点として位置づけられている「JR 袋井駅」を中心部とします。 
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８ʷ２．公共交通の利用のしやすさ（指標Ａ） 

Ｔ 

指 

標 

 公共交通の利用のしやすさが確保されていると判断される基準は「30 分以内」であり、JR 袋

井駅および JR 愛野駅の周辺と、JR 袋井駅から北へ延伸する（都）袋井駅森線沿線のバス

ルートおよび JR 袋井駅から南へ延伸する県道袋井大須賀線沿線のバスルートに沿った沿

道エリアに限られています。 

 「15 分以内」の特にアクセシビリティの高い地域は、JR 袋井駅、JR 愛野駅の周辺エリアに限

定されます。 

 30 分を超える地域としては、国道 150 号のバスルート沿道エリアとなっています。また、市

域北部の浜北袋井

線周辺、掛川山梨線

周辺、市域中央部の

袋井小笠線周辺等

のバスルート沿道エリ

アにおいては「60 分

以上」となっていま

す。 

 市域西部にある複数

の バ ス 路 線 に お い

て、バス停の地点で

あっても「徒歩圏外」

となっています。 

 
※バスルートが通過しバ

ス停が設置されている

ものの、平日10 時から

16 時における上下線

の発着本数の合計が

12 本を超えない場合

は、日常的な公共交

通利便性の指標であ

るＴ指標では、公共交

通路線が通過していな

いエリアと同様の「徒歩

圏 外 」 に 該 当 さ れ ま

す。 

Ｐ 

指 

標 

 指標ＡにおけるＰ指標の値は、「15 分以内」が 4％、「30 分以内」が 36％となっています。 

 アクセシビリティが確保されていると判断される「30 分以内」の合計は 40％となっています。 

 総人口の 40％が、日常的な移動に公共交通の利便性を享受できるエリアに居住していま

す 
※その他＝徒歩圏外＋徒歩圏31分以上 
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８ʷ３．都市中心部への利便性（指標Ｂ） 

 

Ｔ 

指 

標 

 都市中心部への利便性が確保されていると判断される基準は「45 分以内」であり、JR 袋

井駅、JR 愛野駅の周辺エリアと、JR 袋井駅から北へ延伸する（都）袋井駅森線沿線のバ

スルートのうち東名高速道路付近までの沿道エリア、JR 袋井駅から南へ延伸する県道袋

井大須賀線沿線

のバスルートの浅

羽地区付近までの

沿道エリアとなって

います。 

 「15 分以内」の特

に「JR 袋井駅」へ

の 利便性が高い

地域は、徒歩で JR
袋井駅へアクセス

できるエリアに限ら

れています。 

 （都）袋井駅森線

沿線のバスルート

および県道袋井大

須賀線のバスルー

ト沿道エリアにおい

て、45 分を超える

地 点 が み ら れ ま

す。 

Ｐ 

指 

標 

 指標ＢにおけるＰ指標の値は、「30 分以内」が 16％、「45 分以内」が 14％となっていま

す。 

 アクセシビリティが確保されていると判断される基準「45 分以内」の合計は 30％となって

います。 

 総人口の約 30％が、都市の中心部である「JR 袋井駅」まで、徒歩または公共交通によっ

て日常的に移動の利便性を享受できるエリアに居住しています。 

 「60 分以内」までを含めた場合、総人口の約半数（47％）が、徒歩または公共交通機関

を利用して、「JR 袋井駅」まで移動可能となります。 
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２ 各拠点の現況 

１．JR 袋井駅及び袋井市役所周辺 

１ʷ１．人口、人口密度、空き家について 

JR 袋井駅及び袋井市役所周辺は 2040 年時点で用途地域内の老年人口割合（31.9％）が高く、高

齢化が進行しています。土地区画整理地内でも、人口が減少する（0.28％減）ことが想定され、老

年人口が特に増加（1,434 人増）し、高齢化が進行します。また、将来的な人口密度の低下も予測

されることから、地域活力の低下が懸念されています。 

用途地域内には、1980 年以前の空き家（141 戸）多く点在していますが、そのうちの旧東海道沿

いや高南地区で多く分布しています。 

  ■人口密度（2015 年（平成 27 年）） 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）に記載していますので参考としてください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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■各地域の人口推計 

 

■人口密度（2040 年）推計 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）を参照してください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したもので、2040 年の状況を

推定したものではありません。今後の空き家の動向については、P11（下段）を参照してください。 
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■人口密度増加率（2015 年（平成 27 年）→ 2040 年） 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度増加率の算出方法は、(2040 年人口密度ʷ2015 年人口密度)÷2015 年人口密度×100 となります。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 



参考資料 

53 
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１ʷ２．都市機能の立地状況について 

都市拠点（JR 袋井駅及び袋井市役所周辺）の都市機能誘導区域では、様々な都市機能が立地し

ており、本市の中心的な機能（市役所、銀行、中央郵便局、警察署、中央子育て支援センター、

図書館）が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■JR 袋井駅及び袋井市役所周辺の都市機能の立地状況 
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２．JR 愛野駅周辺 

２ʷ１．人口、人口密度、空き家について 

近年、JR 愛野駅の南北で土地区画整理事業が完了しており、年少人口の割合が高く（19.7％）、

比較的若い世帯が居住しています。区画整理地内では、約 40 人/ha の人口密度を維持しているも

のの、このまま定住が促進されれば高齢化が進むことが想定されています。 

  ■人口密度（2015 年（平成 27 年）） 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）を参照してください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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■人口密度（2040 年）推計 

■各地域の人口推計 

 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）を参照してください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したもので、2040 年の状況を

推定したものではありません。今後の空き家の動向については、P11（下段）を参照してください。 
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  ■人口密度増加率（2015 年（平成 27 年）→ 2040 年） 

 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度増加率の算出方法は、(2040 年ʷ2015 年)÷2015 年×100 となります。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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２ʷ２．都市機能の立地状況について 

地域拠点（JR 愛野駅周辺）の都市機能誘導区域では、子育て施設や商業施設が立地していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■JR 愛野駅周辺の都市機能の立地状況 



参考資料 

61 
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３．上山梨地区周辺 

３ʷ１．人口、人口密度、空き家について 

近年、上山梨地区において土地区画整理事業が完了もしくは実施しており、年少人口の割合が

高く（17.3％）、比較的若い世帯が居住しています。土地区画整理地内では、概ね人口密度は維持

しているものの、このまま定住が促進されれば高齢化が進むことが想定されています。 

区画整理区域外では、1980 年以前の空き家が点在しています。 

  
■人口密度（2015 年（平成 27 年）） 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）に記載していますので参考としてください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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■人口密度（2040 年）推計 

■各地域の人口推計 

 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）を参照してください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したもので、2040 年の状況を

推定したものではありません。今後の空き家の動向については、P11（下段）を参照してください。 
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  ■人口密度増加率（2015 年（平成 27 年）→ 2040 年） 

 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度増加率の算出方法は、(2040 年人口密度ʷ2015 年人口密度)÷2015 年人口密度×100 となります。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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３ʷ２．都市機能の立地状況について 

地域拠点（上山梨地区周辺）の都市機能誘導区域では、様々な都市機能が立地しており、土地

区画整理事業を契機に大規模商業施設、月見の里学遊館等の都市機能が整備されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■上山梨周辺の都市機能の立地状況 
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４．浅羽支所周辺 

４ʷ１．人口、人口密度、空き家について 

浅羽支所周辺は、2040 年の老年人口割合（32.6％）が高く、将来的に高齢化の進行が予想され

ています。空き家の分布は見られていますが、JR 袋井駅周辺や上山梨地区周辺に比べて少ない状

況です。 

  

■人口密度（2015 年（平成 27 年）） 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）に記載していますので参考としてください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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  ■各地域の人口推計 

 
■人口密度（2040 年）推計 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度の算出方法については、P5（下段）を参照してください。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したもので、2040 年の状況を

推定したものではありません。今後の空き家の動向については、P11（下段）を参照してください。 
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■人口密度増加率（2015 年（平成 27 年）→ 2040 年） 

 

● 

● 

● 

● 

● 

空き家(戸建て住宅)建築年数別 

※人口密度増加率の算出方法は、(2040 年人口密度ʷ2015 年人口密度)÷2015 年人口密度×100 となります。 
※空き家のプロットについては、2015 年度（平成 27 年度）に実施した空き家分布調査に基づき作成したものです。 
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４ʷ２．都市機能の立地状況について 

地域拠点（浅羽支所周辺）の都市機能誘導区域では、袋井市役所浅羽支所や浅羽図書館が立地

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浅羽支所周辺の都市機能の立地状況 


